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大項目 中項目 グループ校の評価指標・学校説明 自己評価 
学校関係者評価委員会から 

（小中一貫教育推進委員会等） 
改善策（来年度の目標設定、具体的な取組目標） 

【視点１】 

学校の教育目標をグル

ープ校で共有する 

豊かな心と志を

もち自ら切り拓

く子の育成 

① （独自）将来の夢や目標をもち、その具現に向けて取り組んでいる児童生徒 

A 
○体育で転がってきたボールを返すと「ありがと

うございます」とお礼が言える良さがある。 

○地域が学校に依頼して実現した「一人暮らし高

齢者宅訪問」の取り組みが非常に良かった。来年

度は現１年生に引き継ぎ、少しずつ拡大しながら

継続的な活動にしていってもらいたい。 

 

▲「GREETING WEEK」を小中３校で実施したが、

正直まだまだ浸透力はない。学校の中でできて

も、地域の中ではできていないのが実情。地域の

大人でも目を合わせないで通り過ぎる人がいる。 

 

□12 月の地域防災で、自治会と連携して中学生

がさらに活躍できるしくみを作っていきたい。 

□情報に左右されて私立中学に行ってしまう生

徒がいるが、第１子の保護者にはまず籠上中を理

解してもらうことが大事。小中３校で９年間を安

心して通わせられるようにしていけると良い。 

□地域の歴史や文化を生かした取り組みができ

ないか。（水害、薩摩土手、白鬚神社） 

□地域の歴史を紐解き、地域の姿を探る学習を、

中学生が核となり、小学生がパイプ役となって、

地域で子どもたちを育てていきたい。そのために

も、地域人材をリスト化し、小中３校で共通の「人

材バンク」を整備していけると良い。 

自分を見つめ生き方を学ぶキャリア教育について、小中３

校で９年間を見通した全体計画を立てる。また、将来の夢

や目標をもち、その具現のために、生徒が主体的に考える

機会を設定する。（キャリアパスポートの見直しなど） 

88%の生徒及び保護者が、「学校での様々な活動が将来の自分と結びつくことを見据えて、前向きに取り組むことができている」と回答している。ただ、「キャリア教育（職業や進

路に関わる学習）を通して、自分の将来について考えを深めることができた」と回答した生徒が90%であったのに対して、保護者の回答では75%に留まった。前向きに学校生活に

取り組む生徒の意欲を活かしつつ、より具体的な社会での自分の将来像を意識させ、深めていく指導が必要であると考える。 

【視点２】 

９年間の連続性、系統性

を強化した教育課程を

編成・実施する 

発達段階に応じ

た学び方と学習

習慣の育成 

② （独自）授業や家庭における学び方の基礎・基本を身につけている児童生徒 

B 
学習の基礎・基本の力を伸ばすことで、教科に対する学習

意欲を高められるようにする。また、ＩＣＴ教育の充実と

併せ、ドリルアプリの活用を進め、家庭学習の充実を図る。

小中３校で互いの授業を参観し、話し合う機会を増やす。 

AIドリルなどを活用し家庭学習の充実を目指した。「授業評価の項目を意識して、授業に前向きに取り組むことができた」では、生徒、保護者、教員が80％程度の生徒が前向き

な回答をしていることから日常的に意識し取り組むことができている。しかし、家庭学習に関する項目では、生徒は70％程度ができていると答えているが、教員・保護者の評価

はともに低い値になっていた。このことから、来年度は家庭学習の価値を再確認するとともに、やり方についてより丁寧な指導を行っていく必要がある。 

【視点３】 

教職員の協働、児童生徒

の交流 

つながりと学び

合いを深める児

童・生徒間交流 

③ （独自）小中のつながりや学び合いを意識して教育活動を行っている教職員 

B 

小中のつながりを意識した活動をこれまでよりも増やし、

教職員の研修会などの交流だけでなく、児童生徒同士が一

緒に活動したり、顔を合わせて話し合ったりする機会を設

けていきたい。 

小中一貫で取り組む活動として挨拶を取り上げ、意識向上を図った。時と場に応じて挨拶を返すことができたと回答した割合は生徒は94%、教員55.6%、保護者54.1%であった。

また、「３校合同GREETING WEEK」の期間内において、小学生や地域の方々に挨拶ができたと回答した割合は、生徒60.6%、教員44.4%、保護者49.9%であった。このことより、挨

拶に関して子どもと大人との間の意識の差が大きいことから、今後は、今一度挨拶の意味合いを考えさせる活動を取り入れたり、地域との連携方法をより工夫した挨拶活動を行

ったりする必要がある。 

【視点４】 

地域との連携 

地域の教育資源

を活用した教育

の推進 

④ （独自）地域の素材や人材を活用したり、地域へ発信したりする教育活動を行っている教職員 

A 
様々な学校教育活動について、学校ＨＰや小中一貫教育だ

より、地域・保護者参観週間等を通して、情報を発信する

機会を増やし、学校教育活動への理解と協力を依頼する。 
「地域と連携したり、地域へ発信したりする活動に取り組むことができている」と回答した保護者が90%であったのに対し、生徒の回答では75%であった。地域と学校生活のつな

がりを生徒に意識させながら活動に取り組むよう指導していき、生徒の地域への帰属意識を醸成していく必要があると考える。 

学校環境 教職員の働き方

改善 
⑤ （独自）会議を１時間以内とするなど業務の精選に努めている教職員 

B 
コロナ禍が明け、合唱発表会の復活などを試みた結果を踏

まえ、来年度は、生徒が学習に専念できる環境を整え、職

員に過度な負担がかからないよう業務を見直していく。 
教職員へのアンケートでは肯定的な意見が 66.6%に留まった。合唱発表会を始め、これまでコロナ禍で制限していた活動を再開したことで、業務への多忙感を感じることが多く

あった。活動の振り返りを綿密に行い、業務の精選を一層進めていく必要がある。 

グループ校の軸となる取組・活動 グループ校の評価指標 自己評価 キャリア教育（職業講話）、情操教育（読み聞かせ活動）な

どに地域人材を活用し、生徒の未来に向けた志の醸成に努

める。そのために、小中３校で「籠上グループ版人材バン

ク」を充実させる。また、道徳の授業で価値を教え、共に

考え、様々な教育活動で具体的に実践させていきたい。 

自分を見つめ、生き方を学ぶキャリア教育 ⑥ （独自）人の役に立つ人間になりたいと思う児童生徒 

B 「龍門祭や合唱発表会では、集団活動の大切さを感じ、なかまのためになることを考えて取り組むことができた」と答えた生徒の割合が62％、教職員の割合が67％と半数以上で

あったため、多くの生徒は人の役に立てたことに喜びを感じている。一方、保護者の割合は44％であった。生徒たちの自己肯定感を高められるよう支援するとともに、保護者、

地域に生徒たちの頑張りを発信する機会を増やしていく必要がある。 

各
学
校
の
評
価 

大項目 中項目 評価指標 自己評価 ○授業に向かう生徒の姿は、落ち着いている。 

○先生が生徒のところに一段降りて、先生と生徒

が一緒になって授業を作っている感じがよい。 

○安心して意見が言える雰囲気があって大変良

い。授業で間違えた時こそ、後々記憶に残る。 

 

▲説明する時に、具体物があるとわかりやすい。 

▲黒板を、見やすくわかりやすく考えやすくする

ための「視覚にうったえるひと工夫」が必要。 

▲５人の小集団だと輪に入れていない生徒が必

ずいる。３～４名ならお互いに意見交換できる。 

▲先生と数名の生徒で進めている授業は、他の生

徒は黙って座っていても頭に何も入っていない。 

寝ている生徒は、最初からあきらめている。 

▲授業の締めくくりを大切にしたい。（その時間

に何を学んだのかを明確にして授業を終える） 

改善策（来年度の目標設定、具体的な取組目標） 

【独自】 

重点目標「自律と自立」

の実現に向けた取組 

自律した生徒の

育成 
⑦ （独自）自ら中学校での目標が設定でき、中学校生活の価値や意義を見いだすことのできる生徒 

B 
「生活を整える」ために、籠上スタンダード（挨拶・言葉

遣い・時間）を徹底させ、その中でも特に明るい挨拶を推

進していく。また、朝の会・帰りの会、清掃、給食の時間

を、落ち着いて取り組めるようにする。その上で、生徒一

人ひとりに任された教科係や専門委員などの役割を、自分

で考え、判断・決定し、行動できるように、教職員が「生

徒の良き伴走者」となり、生徒を褒め、認めていきたい。 

「授業評価の項目を意識して授業に前向きに取り組むこと」や、「体育祭や合唱発表会では、集団活動の大切さを感じ、なかまのためになることを考えて取り組むこと」に対して、

ほとんどの生徒が「できた」と回答している。ただ、「家庭学習を計画的に進めること」「小学生や地域の方々にあいさつをすること」に対する回答は、生徒、保護者ともに評価

が低い結果が出た。自ら考え判断し、将来を切り拓いていくために必要な資質・能力である「計画性」「社会性」を育む場面を設定する必要があると考える。 

自立した生徒の

育成 
⑧ （独自）他の人やものに頼ることなく自分の力でやりきることができる生徒 

B 「時と場に応じてあいさつを返すこと」「係や委員会活動を責任をもって取り組むこと」に対して、自信をもって「できた」と回答した生徒が過半数に達しており、多くの生徒が、

他者を意識して自分ができることをまじめに行ってきたことが伺えた。ただ、宿題の提出に対しては生徒、保護者どちらの回答も評価が低く、より丁寧な指導の必要がある。 

【独自】 

職員研修による教師の

力量向上 

「わかった・でき

た」が実感できる

授業づくり 

⑨ （独自）生徒が「わかった・できた」を実感できる授業を構築できる教職員 

B 
「学びを深める」ために、「わかった・できた」の溢れる授

業づくりを目指す。その中で、ＵＤの視点を取り入れ、Ｉ

ＣＴ機器を積極的に活用していく。また、相談室の生徒の

学びについても保証できるよう手だてを講じていく。 

昨年度から継続している主題であり，アンケートから「わかった・できた」という生徒の実感は高まっている（「できた」と答えた割合が過半数）が，保護者の見立て（「だいた

いできた」と答えた割合が過半数）とは差があると言える。今後も，学習課題を提示したり，対話的な活動を取り入れたり，ICTを活用したりすることを効果的に取り入れなが

ら授業を展開し，基礎基本を定着させ、学力向上に努めたい。 

【独自】 

生徒のレジリエンスの

向上 

レジリエンスを

向上させる学級

経営と生徒指導 

⑩ （独自）学校生活の様々な場面で生徒に温かく寄り添うことで、生徒のレジリエンス（困難を乗り越えていくための心のしなやかさ）を醸成する教職員 

B 
「心を育む」ために、諸活動の中で、自分の大切さととも

に他の人の大切さを認め合う活動を推進していく。生徒の

困り感を的確に把握し、丁寧な対応を心がける。また、リ

ーダー講習会など、リーダー育成を積極的に行っていく。 

92%の生徒が「学校生活の困難な場面に出会ったとき、寄り添ってくれたなかまや教職員の対応に温かさを感じている」と回答しており、多くの温かさを感じる中で、86%の生

徒が「困難に負けない心の成長を実感できた」と回答している。ただ、「困難に負けない心の成長を実感できた」という保護者の回答は69%であったことを踏まえ、在学中だけで

なく、卒業後の社会に向けて、よりたくましい心への成長を支援していく必要がある。 
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（
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国
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学力の状況 

（全国学力・学習 

状況調査） 

井宮 

小学校 

国語の「言葉の特徴や使い方に関する事項」ではほぼ水準。一方、「情報の扱い方に関する事項」では平均を大きく下回った。また、「書くこと」では平均を上回ったが、「話すこと。聞くこと」「読むこと」で

は平均を下回る結果であった。算数では、「図形」「変化と関係」では県・全国平均とほぼ同水準であった。一方、「数と計算」「データの活用」では平均を下回った。質問紙の中で気になったのは、「学校に行

くのは楽しい」で平均を下回っていることである。その要因としては、関わり合いの中で「話す・聞く」に苦手意識を持っている子が多いこと、また、話し合う活動を通して自分の考えを深めたり広げたりす

る、粘り強く考えてお互いに「高め合う」ことに苦手意識を持っている子が多いことが考えられる。 

○教材の中身に魅力があると生徒の興味・関心が

高い。実験や体験活動、グループ活動、ＡＬＴと

の英語でのトーク等、くいつきのいい「魅力的な

授業づくり」を進めることで、学力の向上やコミ

ュニケーションの伸長につなげていってほしい。 

 

▲授業でクロムブックを使っている姿をあまり

見かけない。一人１台用意されているので、ＩＣ

Ｔ機器の活用を、学力の向上につなげてほしい。 

 

□短いレポートを書ける力を身につけさせたい。

（要点を端的にまとめたり、漢字を活用したり） 

 

改善策（来年度の目標設定、具体的な取組目標） 

【国語】歴史的仮名遣いなど古典分野への苦手意識や、

文章内容の理解に課題がある。今後は、いろいろな形態

の文章を正しく理解できるように取り組む必要がある。 

【数学】事象を捉えたり、筋道を立てて説明したりする

力に課題がある。今後は、日頃の授業で自分の考えを伝

えたり、数学的な考え方を使って筋道を立てて説明した

りする力をつけていく必要がある。 

【英語】基本的表現の理解や、その知識を活用する技能

に課題が見られる。今後は、ＩＣＴ機器等を用いて、家

庭学習を含め、主体的に取り組む態度をさらに養う必要

がある。 

井宮北 

小学校 

令和4年度の課題であった、自分の考えを条件に合わせて書いたり、説明したりする力は改善傾向が見られた。しかし、情報を読み取ったり、処理したりする力に課題が見られた。今後、国語、算数に限らず

様々な教科で、情報を活用する活動を大切に指導していきたい。学習状況調査では、他者を思いやる心が育ち、夢や目標をもって学校生活を送っていることが分かった。これは、学校教育目標の「豊かな心」

「志をもつ」を大切にして教育活動を実践してきたからである。一方で、重点目標が掲げる主体性に課題があることが明らかになったので、今後自尊心を育むような取組を計画的に実践する必要性がある。 

籠上 

中学校 

・国語、数学、英語、どの教科も全国、静岡県の平均正答率とほぼ同じ。 

【国語】○漢字を正しく書く問題や、現代の言葉についての知識や技能に関する問題の正答率が高い。▲わが国の言語文化に関する問題や、記述式の問題における正答率が低い。 

【数学】○「数と式」の領域や、「関数」のグラフの解釈に関する問題の正答率が高い。▲「図形」で条件を変えた場合に、事柄が成り立たなくなる理由を証明する問題の正答率が低い。 

【英語】○「話すこと」のテストで、英語の適切性を図る問題や、記述式の問題は正答率が高い。▲「話すこと」のテストで、英語の正確性を図る問題や、短文で答える問題は正答率が低い。 

【質問紙】○「自分と違う意見について考えたり、自分で考えたことをまとめたりすることができる」と考えている生徒が80%を超えている。▲「自分の考えを工夫して伝えたり、話し合って深めたり広げ

たりすることができる」と考えている生徒の割合が全国、静岡県の平均よりもやや少ない。特に「工夫して伝えること」に関しては、60%を下回っている。 

体力の状況 

（新体力テスト、 

全国体力・運動能力、 

運動習慣調査） 

井宮 

小学校 

（学校説明）男子は上体起こし（筋持久力）の記録は良いが、握力（筋力）がやや弱い傾向である。女子は全体を通してほぼ全国平均値であるが、ソフトボール投げ（巧緻性・投球能力）の記録がやや良い傾

向である。今年度は、全学年共通の「持久走カード」を作成し、朝や昼休みに音楽を流したことで、昨年に比べて多くの児童が自主的に練習に取り組んだ。目標をもたせたり、練習方法を紹介したりしたこと

で、子どもたちの意欲の向上につながったと考えられる。 

□ここ数年、７～10月は熱中症対策のため、活動

時間が制限され、運動量が著しく減っているので

はないか。保健体育の授業はもちろん、部活動に

おいても、内容を工夫して、生徒の体力向上に寄

与してほしい。 

改善策（来年度の目標設定、具体的な取組目標） 

保健体育の授業では、持久走やシャトルランに限らず、球

技や水泳などの種目においても、持久力向上を課題として

設定する。なお、熱中症対策を踏まえ、種目の実施時期や

内容については見直しを行う。 
井宮北 

小学校 

（学校説明）新体力テストはどの種目も全体的に全国平均を下回っていた。４年生においては、昨年度の記録より低下している種目もある。児童の様々な運動をする上での基礎的な技能が定着していないこと

が分かった。基本的な技能の定着のために、体育の準備運動にドリルトレーニングを取り入れ、経験的に児童に技能を身に付けさせていきたい。また、夏の猛暑で運動が制限される期間を考慮して、年間のカ

リキュラムの見直しもしていく必要がある。 

籠上 

中学校 

（学校説明）令和４年度同様に持久力向上に向けて球技、水泳、長距離走などの単元に重点的に取り組んだ。しかし、男女ともに持久走や 20ｍシャトルランで全国平均を下回った。来年度も持久力向上を課

題として設定する。そして、保健体育授業、部活動、その他学校における教育活動全体を通じて持久力向上を目指して活動していく。 

生徒指導の状況 

（学校いじめ防止基本方針） 

（学校説明）近年急増しているスマホやネット・SNSでのトラブルに対応するために一年間を通してネット情報モラル教育を実施した。外部機関によるネット依存調査テストを行ったり、教員や

外部講師による講座を実施したりし、様々な立場からの指導を行った。いじめを未然に防ぐ指導やいじめを早期に発見するための情報収集、いじめを認知した際の早期対応を、管理職を含め、

組織的に対応することができた。また、年３回実施している「悩み事に関する調査」では悩み事があると記載している生徒には100％対応した。 

□不登校や相談室登校の生徒が一定数いると聞

いている。教室以外の選択肢が増えるように、

様々な形や居場所を作ってあげられると良い。 

改善策（来年度の目標設定、具体的な取組目標） 

職員が連携し、いじめの早期発見・対応を心がける。また、

生徒に寄り添い、悩み事を相談しやすい環境を整える。 
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